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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成１９年　　９月　　２８日　(金)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　本川　沙織　　　記録者　　田村　広恵
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 中間サマリー、月間サマリーを記載していきましょう。

· 予防衣使用後の消毒処理し忘れがあります。各勤務帯終了後使用した予防衣の消毒処理を確実に行ってください。

· 最近、カンファレンスにサインし忘れのスタッフがいます。カンファレンスを読んだら各自ハンコ（サイン）を忘れずにしましょう。

· 西病棟のオートドアですが、ガラス入れは１０日程かかるので、出入りの際は東病棟Ａユニット手前のテンキードアを使用するか、南Dユニット側のオートドアから西病棟へ行くようにしてください。

· 枕の洗濯を10／2（火）にあります。定期寝具交換の時に枕も集め、枕は本部側の洗濯場へ出して下さい。洗濯済みの枕を本部側洗濯場よりもって行ってください。他カバーの定期交換は通常通りです。

· 人事考課を記入していないスタッフは、早めに記入してください。

＜患者様連絡＞

上村　木一様～左耳からの浸出液が止まったため、抗生物質（サマセフ）は飲みきり止めとなります。

竹内　セツ様～褥瘡部の拡大見られることから10／2市民病院皮膚科を受診します。主治医より紹介状は作成していただいています。皮膚科の結果により、今後のことについて主治医と面談を行っていこうと思っています。

＜SST評価・検討＞

Ａユニット　

　体操することで幾分集中できていた。こちらからの話しかけでほとんどの方は発言している。本日はトイレへ行く方が３名おり、開始前にトイレへ行っておくよう促している。

Ｂユニット

　一人一人に意見を述べえてもらうことができた。時間が少し超過したため、飽きる方も数名見られた。

ＣＤユニット

　日付け確認では、“月”は合っているものの“日にち”の方は、ずれて話される方もいた。調子についてはほとんどの方が訴える事できている。居眠りされる方もいなかった。

＜担当業務報告＞

～プログラム担当報告～

　今年度の病棟目標として、プログラムの充実を掲げている。プログラム担当としては、毎月の各グループの月間プログラム作成、プログラム資料の作成を行った。特に新しく導入したプログラムはなかったが、確実にプログラムが実施されるようにメールでの意見交換を行ってきた。

○実施してきたこと

· 毎月のプログラム作成　

⇒　毎月期日までに作成しプログラム実施に支障がないようにしてきた。途中から、担当が欠員となったが、協力して作成した。しかし、新しいプログラム導入はなかった。

· 体操やＲＯ法の手順となる資料の作成

　　　⇒　スタッフが実施しやすいように資料を作成した。また、レクリエーションやその他のプログラム資料も今後整備していく。

· アンケートの作成　

　　　⇒　スタッフに対してプログラムに関するアンケートを実施する予定であり、その内容などを話し合い作成した。近日実施予定。

· その他

　　　⇒　個別アプローチを実施するため、情報シートを作成したが活用するまでに至っていない。しかし、患者様の情報を収集し現在のプログラムに対応できない患者様に対して、治療プログラムとして何か提供していくことが必要である。

　　　　　また、個別アプローチを充実するためにも、集団プログラムが確実に行われるようにプログラムの内容を検討していく。

　　～ＳＳＴ担当報告～

· 担当者間で、月間予定について情報を共有することができた。

· 出席表や月末の個人票など、遅延や記入漏れがないよう病棟スタッフへ呼び掛ける事で提出もれが改善された。

＜下平ＳＷより＞

浜中　トキエ様～本日中に御家族が来院されなければ、保険証の申請手続きできない為、入院費は　１０割負担となり入院継続不可能となります。来週月曜日（10/1）午後に退院となります。医事チーム・下平ＳＷ・南病棟スタッフが付き添いとなります。

＜伝達講習　転倒予防教室：小向ＳＧＭ＞

～歳をとると転びやすくなる～

　なぜ転びやすくなるのか→歳をとると身体機能が低下する

～転ぶとどうなるのか～

骨折しやすい部位：前方に転ぶ→膝・手

　　　　　　　　　後方に転ぶ→腰・足

　　　　　　　　　側方に転ぶ→大腿・肩

特に腰や下肢を骨折すると→歩けない期間が長くなる→それをきっかけに寝たきりや認知症などになってしまう場合がある。

～転びにくくするには～

1、 運動

2、 環境改善
3、 肥満の改善
～転倒予防教室～

· 運動前後にはストレッチ

· 健脚度測定

· 10Ｍ全力歩行

· 最大1歩幅

· 踏み台昇降

～転倒予防の為の運動～

1、 座位訓練

2、 四つん這い訓練

3、 立位訓練







